『大正大学蔵『山槐記』「蓮華王院御塔供養記」について（二）』 by 三浦 龍昭
































一、翻刻にあたっては 大正大学付属図書館より御許可を賜った。記 て深謝の意 表する。
二










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































大正大学蔵 『山塊記』 「蓮華王院御塔供養記」 について （二）
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一、供養米一、度縁
 
一、御誦経物
召諸国、
　　　　
公家五百反、
　　
　
院庁
同、
一、所々餐
色目在別、　　　　
（28ウ）一、女房破子
内御方廿具、院司越前守
通（平）
盛
○
朝臣
調之、
　
中宮 備中 光憲朝臣調之、
一、御贈物
　
内御料御本、琵琶、
　　　　　　　　　　　
中宮 料御本、已上自御所下給 年預調進之、
女房無贈物
一、行幸供奉公卿以下禄
諸国、
　　
色目在別、
一、腋御服一、行幸日御厨子所雑具
年預、　
一、禄辛樻六具
諸国、　
」
（29オ）一、長樻廿具
別納所、　　
一、霞筵五十枚
諸国、　
一、舞人楽人粮料
十四石、御会、　　　　　
一、同集会所
用南殿、武者所、蔵人所等、　　　　　　　　　　
一、帳
本ノママ濫歟
僧供米卅具
御会、　　
一、大堂供
今度無之、　　　　
一、所々常灯
油仕所、　　
一、立明
松明仕丁、
　　
主殿官人挙之、
一、砂
諸国、　
一七
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（29ウ）一、式
左大臣作之、　　　　　
　
次第
中宮大夫作之、　　　　　
一、御願文咒願
作者
御願文式部大輔
永（藤原）
範卿、
咒願豊前守成
（藤原）
光朝臣、
　
清書
皇太后宮大夫朝
（藤原）
方卿
　　　　　　　　　
　
料紙
紫裏灑、
　　
色非御散薄、
一、蝶鳥童
召八幡、　　
一、行事
弁二人
左方右中弁経
（藤原）
房朝臣、
　　
右方権 親
（平）
宗朝臣、
　
一、楽座行事」（30オ）　　
左方
判官代刑部□少輔
泰
（藤原）
房、
主典代散位職国、
　　　
右方
判官代淡路守知
（藤原）
光、
　　　　
主典代左衛門志安倍資弘、
　
一、布施事
弁二人
　
判官代二人
左少納言師
（源）
家、
　
右安房守定
（藤原）
長、
　
主典代二人
左大蔵大輔宗
（中原）
家、
　
右散位盛
（中原）
職、
　　
一、堂座敷
別当
　
判官代
　
主典代
　
散位景
（中原）
宗
一、御所御装束（30ウ）　　
別当
　
判官代
　
主典代
　
散位政康
一、衆僧集会幄
主典代安倍資俊、　　　　　　
一、禄行事
主典代内匠允中原基康、　　　　　　　　　
一、施米
左衛門志資
（安倍）
成、
　　　　　　
」
一八
